
短大生の社会性における自己評価に関する実態

原田まつ子、加藤由美子、谷井涼子、黒田圭一

Self-evaluationtosocialityofjuniorcollegestudents

MatsukoHARADA,YumikoKatoh,RyokoTanilKeiichiKURODA

Youthisimportantasatransitionalperiodforindependencetobeadultsforyoungpeople.Theyare

neededtobecomeindependentfinanciallyandsocially.However,it'shasbeenthatitisdifficultforthemto

thatinrecentyears.

Moreover,itissaidthatmostcollegestudentshavenoconsciousofthefactthattheyareadults.Their

parentscan'tteachthemmannersandresponsibilitiesofadultsinthehome・Forthesereason,collegeand

juniorcollegeshouldteachnotonlycoursesofstudiesbutalsomannersandmorality.

Inthiscollege,wehaveeducatedstudentsforpracticeoutsidetheschoolbygoodwaysandmeans・For

example,studentswhoareoftenlateorabsentfromlecturesaretoldhowmanytimestheyhavebeenlate

orabsentandteacheradvisethemonattitudeinclass・However,itisfarfromeasyforstudentstogeta

senseofstartingtheiradultlife.

Thereforeinthismajorcourse,wecarriedoutaprojecttoletstudentsacauiresocialandattitude.The

goaloftheprojectissendinggraduateswhowillbesociabledietitian.Weattachedimportancetoidealatti-

tude,personalappearanceandusingbeautifulwords.Thisfollowsthespiritsofourcollege:politeness.

effectandhonesty.Thefollowingareproductsandfindingaboutsocialityofstudentsinthismajorcourse.

I緒 言

青年期は、大人へ自立の移行期として重要である。

しかし、近年、社会的・経済的に生活の自立を求めら

れるこの時期の世代が、大人になりきることの難しさ

が言われている1).2).7)。また、大学生の多くが、大

人としての意識が薄れているとも言われ4)，5)，6)、本

来、学生のしつけや自己責任に関わること（モラルや

マナーについても7)）までも、家庭には期待できなく

なってきた。そのため、大学・短大は学習面だけでな

く、社会性や道徳心についても習得させる必要性が出

てきた。

本学でも、欠席や遅刻の回数に応じての学生指導

カードを活用し、授業中の態度については注意を促し、

栄養士校外実習を意識しながらの対応をしてきた。し

かし、現状は徹底できていない状態である。

そこで、本専攻では、栄養士養成として、社会性の

ある卒業生を社会に送り出すために、本学の精神でも

ある「礼儀｣、「努力｣、「誠実」に沿って「授業準備・

授業中の態度」「学生としての身だしなみ｣、「言葉づか

い」等について、重点的に指導・徹底することを目的

に、社会性・モラルを習得させるための試みを実施し

た。その結果を現在の実態として報告する。

Ⅱ方法

(1)調査対象

食物栄養専攻学生1年生85名2年生89名計

174名

（2）調査時期

2009年4月から10月

（4）調査方法

退学した者および長期欠席者を除いた165名を対象

として分析を行った。4月のオリエンテーション時に、

学生自身の現状を把握させるために、授業前後の挨拶

や授業に取り組む態度等25項目（表1)への自己評価

チェックシートを配布し、記入させた。その際、規律

ある生活態度を習得する目的で、各項目内容について

意識することとそれに対する自己評価チェックシート

の記入の継続について明確化した。

自己評価チェックシートは、4月実施後、7月、10

月の3回行い、総合演習時に記入させた。また、挨拶

の方法を対象者に実施させたところ、きちんとできて

いる学生が少なかったため、おじぎの角度、目線等の

説明をし、今後の授業前後に行うことを話した。

本専攻の授業に関わる教員8名（常勤4名、非常勤

4名）に対し、今回の取り組みについて実施の依頼を
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行った。

自己評価は、「毎日実施」を4点、「4～3日／週」

を3点、「2～1日／週」を2点、「全くできなかった」

を1点と点数化し、総合計を100点とした。

3回の自己評価表の記入後、担当した教員に対して、

授業全体を通しての観察状況を自由記述として提出し

てもらった。

Ⅲ結果および考察

1）マナー（態度・言葉遣い・身だしなみ）に関する

学年別・月別変化

表3‐1に示すとおり、全体で設問『学内で最初に

会った時、「おはようございます」「こんにちは」「こん

ばんは」と言う』・「目上の人と友人に対して区別す

るよう心がけている」・「目上の人に敬語を使ってい

る」・「学生として清潔な身だしなみにしている」・

｢爪は切って、マニキュアをしていない」は、全学年の

全期間にかかわらず約70％以上が「3～4日／週（以

下iiiとする)」・「毎日実施（以下ivとする)」と自

己評価していた。

月別に見ると、設問「おはようございます」「こんに

ちは」「こんばんは」と言う」の、4月と7月を比べる

と、「全くできなかった」（以下iとする）・「1～2

日／週（以下iiとする)」と自己評価した者が、4月

(3.6％・21．2％)、7月（1.2％・11.5%)で、4月に

比べ7月は減少し、有意差が認められた(p=0.017)。

設問「学内で会った人に会釈をする」について、4

月と7月を比べると、i・iiと自己評価した者が、4

月（12.1％・23.6％)、7月（3.6％・10.9％）で、設問

『学内で最初に会った時、「おはようございます」「こん

にちは」「こんばんは」と言う』と同様に4月に比べ7月

は減少している傾向であった(p<0.001)。

設問「研究室等に入る時、ノックをし、返事を確認

してから入室する」の、4月と7月を比べると、i・ii

と自己評価した者が、4月（15．8％・6．7％）、7月

(1.8％・5.5％）と4月に比べ7月はできていないと自

己評価している者が減少していた(P<0.001)。

設問「髪の毛の色は染めていない」について4月と

7月を比べると、i・iiと自己評価した者が、4月

(32.7％・9．1％)、7月（20.0％・3．0％）と、4月に

比べ7月はできていないと自己評価している者が減少

傾向であった(p=0.04)。

学年別に見ると1年生では、設問『学内で最初に

会った時、「おはようございます」「こんにちは」「こん

ばんは」と言う』が4月と7月を比べると、i・iiと

自己評価した者が、4月（6．0％・22．6％）、7月

(2.4％・8.3％）と、4月に比べ7月はできていないと

自己評価している者が減少していた(p=0.017)o

設問「研究室等に入る時、ノックをし、返事を確認

してから入室する」について4月と7月・10月を比べ

ると、i・iiと自己評価した者が、4月(26.2%・

6.0％)、7月（2.4％・4．8％)、10月（3.6％・9.5％）

といずれも、4月に比べ、できないと自己評価した者

が減少していた(P<0.001.p<0.001)。

設問「学生として清潔な身だしなみにしている」に
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表2.指導期間後の学生の評価(教員用)のまとめ（、＝8）

*｢生活に関すること』は､自己岬債のみとした

（3）分析

解析ソフトHALBOUを用い、学年別、月別の各設問

項目はx*検定、「マナー（態度・言葉づかい・身だし

なみ)」・「授業準備・授業への取り組み」・「生活」

について総合的に点数化したものはt検定により分析

を行った。
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ついては、4月と7月を比べると、i・iiと自己評価

した者が、4月（2.4％・11.9％)、7月（4.8％・1.2％）

と4月に比べ7月はできていないと自己評価した者が

減少していた(p=0.041)。

以上のことから、1年生のマナーにおいては、4月

に比べ7月は、挨拶や入室時の態度・学生としての身

だしなみに心がけることができるようになってきたこ

とが考えられる。

2年生では、「髪の毛の色は染めていない」以外の項

目においては、全期間を通して約80％がiii・ivと高

い自己評価をしていた。

月別に有意差のあった項目について見ると、設問

｢髪の毛の色は染めていない」については、4月と7

月・10月を比べると、i・iiと自己評価した者が、4

月（21．0％・’1．1%)、7月(4.9%・3.7%)、10月

(14.8％・6.2％）と4月に比べ7月・10月は、できて

いないと自己評価している者が減少していた(p<

0.001.p<0.001)。このことから、学年当初に比べ、

学生らしい髪色と自己評価するものが多くなっている

ことが分かった。

1年生と2年生を比較すると、設問「研究室等に入

る時、ノックをし、返事を確認してから入室する」に

ついて、4月にi・iiと自己評価した者は、1年生で

(26.2％・6.0％)、2年生では（4.9％・7.4％）となり、

1年生に比べ2年生はできていないと自己評価してい

る者が少なかった(p<0.001)o

設問「目上の人に敬語を使っている」について、10

月にi・iiと自己評価した者は、1年生で（1.2％・

10.7％)、2年生で（1.2％・4.9％）と2年生のほうが

できていないと自己評価している者が少なかった(p=

0.005)。

以上の結果から、設問「髪の毛の色は染めていない」

について2年生は4月に比べ7月ができていると自己

評価した者が多くなったのは、栄養士校外実習を控え

ていたこと、また10月は就職活動中であることが影響

していると思われる。

2）授業への取り組みに関する学年別・月別変化

表3－2に示すとおり、全体でみると、授業に関する

設問「授業開始前に、受講する体制になっている」．

｢携帯電話の電源は切って、バッグにしまってある」．

｢机の上（飲食物、バッグ等片付けてある）・授業中化

粧をしない」・「トイレを済ませ、コート．マフ

ラー・帽子等は脱いでいる」・「授業開始5分前に着

席しておく」・「不必要なお喋りを慎んでいる」．

｢姿勢を正している．足を組んでいない」・「挨拶後に

後片付けをしている」・「課題は期限を守ってい

る」・「提出物は丁寧に記入している」・「グループ

ワークに積極的に参加している」において、全期間を

通して約70％ができていると自己評価していた。しか

し、「予習をしている」についてi・iiと自己評価した

者は、4月（45‘5％・36.4％)、7月（36.4％・31.5％)、

10月（37.0％・37.0％）で全期間を通してできていな

いと自己評価していた。

有意が認められた項目について見ると、設問「授業

開始5分前に着席しておく」について、i・iiと自己

評価した者は、4月（6.1％・20.0％)、7月（1.8％・

11.5%)と減少し有意差が認められた(p=0.048)。

設問「姿勢を正している。足を組んでいない」につ

いて、iと自己評価した者は、4月(10．9%)、7月

(1.8%)と自己評価しており、減少していた(p=0.01)。

設問「課題は期限を守っている」については、i・

iiと自己評価した者は、4月(3.0%・7.9%)、7月

(6.7％・15．2％）であり、できていないと評価してい

る者が増加した。さらに、設問「提出物は丁寧に記入

している」については、i・iiと自己評価している者

は4月（1.8％・13．3％）に比べ10月（2.4％・1.2％）

と4月に比べ10月は減少した。

以上のことから、4月に比べ10月で、提出物は丁寧

に記入していたが、課題の期限を守らなくなったと自

己評価したものが増加した。

1年生では、設問「授業開始前に、受講する体制に

なっている」・「携帯電話の電源は切って、バッグに

しまってある」・「机の上（飲食物、バッグ等片付け

てある）・授業中化粧をしない」・「トイレを済ませ、

コート・マフラー・帽子等は脱いでいる」・「授業開

始5分前に着席しておく」・「不必要なお喋りを慎ん

でいる」・「姿勢を正している．足を組んでいな

い」・「挨拶後に後片付けをしている」・「課題は期

限を守っている」・「提出物は丁寧に記入してい

る」・「グループワークに積極的に参加している」に

ついては全期間を通して70％がiii、ivと自己評価し

ているものが多かった。

設問「予習をしている」については、i、iiと自己

評価している者が全期間を通して60～70％であった。

設問「課題は期限を守っている」については、iiiと

自己評価した者が、4月（11．9％）に比べ7月

(26.2％)、10月(23.8%)と増加していた(p＝0.047．

p=0.02)。

2年生では、設問「予習をしている」について、i、

iiと自己評価している者が全体の約70%以上であった。

4月（65．4％・25．9％）で合計して91.3%、7月

(42.0％・29．6％）で合計71.6%、10月（40.7％・

33.3％）で合計して74.0％であった。

さらにiiiと自己評価した者については、4月

(4.9％）に比べ、7月（19.8％)、10月(16.0%)と増
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表3.1マナー(態度･言葉づかい､身だしなみ)に関する学年別･月別変化

1年生(n=84)

7月10月
実数（%）実数

7月10月検定
(%）実数（%）実数（%）
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嚢3.2授栗準借･授集への取り組みに関する学年別.月別変化
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自己評価1:全くできなかった｡、2;1週間に1～2回実施した｡、3:1週間に3～4回実施した.’4:毎日実施した．



表4自己評価得点(マナー､授業準備･授業への取り組み､生活）

全体

4月 7月 10月 4月

M± SD M± SD M± SD M±

マナー 25.2 5.7 26.3 7.3 25.4 7.5 24.8

授業への取り組み 36.4 7.8 35.5 10.5 34.7 10.8 38.6

生活 14．8 4.1 14．7 4.7 14．3 5.2 15．7

総合計 76.4 15．5 76.4 21.4 74.3 22.2 79.1

自己評価得点:｢全く 間に1～2日

加がみられた。

設問「課題は期限を守っている」についてi・iiと

自己評価している者は、4月（3.7％・9趣9％)、10月

(6.2％・21.0％）と、4月に比べ10月はできていない

と自己評価している者が増加していた(p=0.001)。

1．2年生を比べると、設問「姿勢を正している。

足を組んでいない」でivと自己評価している者は、4

月において1年生（39.3％）に比べ、2年生（13.6％）

と、1年生のほうができていると自己評価している者

が多かった(p=0.001)。

設問「課題は期限を守っている」でiiiと自己評価し

ている者は、4月において1年生は（11.9％）に比べ、

2年生は（24.7％）と2年生のほうがiiiと自己評価し

ている者が多かった(p=0.045)。

「グループワークに積極的に参加している」につい

て、10月にiと自己評価している者は、1年生(7.1%)、

2年生（1.2％）と、1年生に比べ、2年生のほうが全

くできていないと自己評価しているものがしている者

が少なかった(p=0.02)o

表4に示す通り、「マナー（態度・言葉づかい・身だ

しなみ)」・「授業準備・授業への取り組み」・「生活」

について得点化し、総合計でみると、全学年・全期間

を通して70～80点と自己評価しており、学年別月別の

変化は見られなかった。

以上の結果から、授業への取り組みに関する項目は

概ねできていると自己評価する者が多かった。予習に

ついてはできていないと自己評価されていた。これは、

学童期から訓練されていないことが反映され、授業へ

の影響を及ぼしていると考えられる。また「グループ

ワークに積極的に参加している」と自己評価している

者は、2年生が多く、2年次では、実験・実習科目が多

く、参加せざるを得ない状況からと思われる。

3）生活面に関する学年別・月別変化

表3‐3に示すとおり、全体で見ると、生活に関する

SD

4.7

5.5

3.6

11．3

1年 2年

7月 10月 4月 7月 10月

M± SD M± SD M± SD M± SD M± SD

27.1 4.6 25.5 7.2 25.6 6.5 25.4 9.2 25.3 7.7

38.0 7.3 35.3 10．6 34.1 9.0 33.0 12．5 34.1 11．0

16．2 3.4 14．4 4.9 13．9 4.4 13．2 5.3 14．2 5.5

81.3 13．6 75.2 21.7 73.6 18．4 71.6 26.3 73.3 22.9

点､「1週間に3～4 施

項目では、概ねできていると自己評価していた。

有意差のある項目をみると、1年生では、設問「朝

食を摂っている（菓子・果物・飲み物等の単品は除く)」

について、iと自己評価している者は、4月（14.3％）

に比べ、7月（7.1%)、10月(13.1%)と7月は減少

したものの、10月は増加した(p=0.019-p^OlDo

1年生と2年生の設問「3食規則正しく食事をして

いる」・「朝食を摂っている（菓子・果物・飲み物等

の単品は除く)」を比較すると、設問「3食規則正しく

食事をしている」ではiと自己評価している者は4月

(1年7.1％・2年17.3%)iiと自己評価している者は

7月（1年14.3％・2年32.1%)で1年生の方が規則

正しい食事がとられていると自己評価している。

設問「朝食を摂っている（菓子・果物・飲み物等の

単品は除く）」では、iiと自己評価している者は4月

(1年3.6%・2年18.5%)と設問「3食規則正しく食

事をしている」と同様に1年生の方が規則正しい食事

がとられていると自己評価している。

以上の結果から、有意差が見られないものの、食事

に関する項目について1年生は、4月に比べ10月は学

生生活に慣れてきたこともあり、国民栄養調査8）と同

様な傾向が見られる。

まとめ

今回、短大生の社会性およびモラルを習得させるた

めの試みとして自己評価を実施した。その結果は以下

の通りである。

本専攻は、栄養士の資格を取得するために、事業

所・病院・福祉施設（高齢者・児童）等の施設におい

て栄養士校外実習を行っている。実習先で指摘される

ことは、栄養士としての実習の取り組み以前の要求が

多くなってきている。つまり、基本的生活習慣である

言葉遣い、態度、体調管理、施設対象者や職員との関

わりや問題解決能力である。

今回、学生は各項目について概ねできているという
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自己評価をしていた。一方、できないと自己評価して

いた項目は、1．2年生とも「予習をしている」のみ

であった。

教員に対して10月中旬に「マナー（態度・言葉づか

い・身だしなみ)」・「授業準備・授業への取り組

み」・「生活」について質問したところ、4月に比べ

｢マナー」については学内での常識があるとの記述が多

かったが、「授業準備・授業への取り組み」に関しては、

良好な状況であるとの記述はほとんどみられなかった。

つまり、学生の自己評価と教員の評価とは、大きく違

いがあった。

今後は、さらに社会で貢献できる人材の育成に取り

組む姿勢が必要であると思われる。そのため特に授業

に関する項目については、詳細に検討し直して指導し

ていく必要性がある。
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